
別 記 

第1号様式（第3条） 

火災予防条例に係る基準の特例適用申請書 

備考 

 １ この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 

 ２ 該当する□に、レ印を記入すること。 

 ３ ※印の欄は、記入しないこと。 

 ４ 審査に必要となる図面、仕様書等を添付すること。 

令和◯年 １ 月 １ 日  

 

   ○○消防署長     様 

 

住所  印西市○○１丁目１番       

申請者  氏名  印 西 太 郎          

電話  ０４７６（●●）●●●●     

 

        ☐第１７条の３（火を使用する設備等） 

☐第２２条の２（火を使用する器具等） 

火災予防条例 ☐第２９条の６（住宅用防災警報器等）   の規定による特例の適用を、 

第３４条の３（少量危険物及び指定可燃物） 

☐第３６条の２（劇場等の客席） 

下記のとおり受けたいので申請します。 

記 

建

築

物

等 

所 在 地  印西市○○１丁目１番 

名 称  ○○ビル（１階データホール内） 

構 造 ・ 規 模 
耐火☐準耐火(☐イ・☐ロ)・☐木造・☐その他(       ) 

階数 ５／０ 建築面積 7,200.00m2 延べ面積 35,000.00  m2 

基準の特例の適用を

受けようとする条項 
火災予防条例第３１条の３の２ 

特例の適用の承認を

受けるための措置等 

 リチウムイオン蓄電池設備を設置するにあたり、別紙仕様書のとおり

平成２３年消防危第３０３号通知に基づく構造に適するものを設置し、

当該貯蔵所のためます、適当な傾斜、換気等の省略を申請するもの。 

※ 受 付 欄 ※ 経 過 欄 

    


